
東部圏域の地域医療構想について

（公立病院経営強化プランの策定状況、
岩美病院の病床機能再編支援事業）
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本県における地域医療構想の進め方について①
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鳥取県医療政策担当者会議
（令和５年５月９日）資料



本県における地域医療構想の進め方について②
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鳥取県医療政策担当者会議
（令和５年５月９日）資料



〇東部圏域４公立病院の策定状況（令和５年１１月現在）

公立病院経営強化プランの策定状況

公立病院については、病院ごとに「公立病院経営強化プラン」を具体的対応方針として策定する必要
があり、これについても地域医療調整会議で協議し、合意を得るものとする。
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医療機関名 策定状況 今回提示資料

鳥取県立中央病院 第１回地域医療調整会議（R5.7.24）提
示の骨子たたき台に基づき、作成中。

なし

鳥取市立病院 医師・コメディカル・事務で構成の院内検
討チームにより素案協議中。今後の経営改
善案について各職場から意見募集。

「鳥取市立病院 経
営強化プラン 骨子」
を提示

岩美病院 １２月中にパブリックコメントを実施し、１月
中に完成の予定。

「岩美町国民健康保
険 岩美病院経営強
化プラン（案）概要
版」を提示

智頭病院 各種目標数値の設定、計画期間中の収支
計画の作成中。計画案をまとめた上、運営
審議会の開催、町議会での説明を予定（１
２～１月）。

項目ごとの内容を取
りまとめた概要版を
提示

〇各公立病院の経営強化プラン（完成版）は、次回地域医療調整会議で東部
圏域の具体的対応方針と併せて協議し、合意を図っていく



岩美病院の病床機能再編支援事業

【再編の理由】
・ 後期高齢者の割合も増加し、医療と介護の需要も見込まれるなか、医療、保健、福祉の連携を図り
地域包括ケアシステムの中心的な役割を果たす必要がある。
・高度急性期を担う病院と連携を強化し、回復期・慢性期の患者を積極的に受け入れてくため、介護
療養病床を医療療養病床へ転換。東部圏域で充足している急性期病床は若干の削減とする。
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【再編の概要】

高度
急性期

急性期 回復期 慢性期 休棟 合計

R4病床機能報告 60 50 110

R5.4.1 60 50 110

R6.4.1
（計画完了時）

53 46 99

○一般病床 60床⇒53床（うち地域包括ケア病床20床）
療養病床 50床⇒46床
（内訳）医療療養病床 37床⇒46床

介護療養病床 13床⇒0床

〇岩美病院から示された病床機能再編について、今回の地域医療構想調整会議にて
協議・合意を頂きたい



病床機能再編支援事業 厚生労働省HPから抜粋

6


